
１．目標　　　
電車利用における様々な危険について理解し、安全な利用ができるようにする。
２．題材について
　　１年生では、道路の安全な歩行について学習をしてきた。２年生では、公共の交通機関へ視野を広げ、遠足で電車に乗った経験を生かし、電車に乗るときの安全について考え、行動できる児童を育てていく。
３．つながりを意識した指導の工夫
　　１学期に生活科「町たんけん」でJR東日本吉祥寺駅に見学に行った。地域の駅の駅員から、駅構内での仕事や、乗客の安全のための工夫などについて学習した。

本時では、身近に起こる危険について駅員から話を聞くことで、安全な電車の乗り方について、更に理解を深めることができる。また、マナーを守ることが安全につながることにも気付かせる。学習を通して児童が感じたことや学んだことを家庭や地域に発信していくことで、児童がより安全に公共の乗り物を利用することができると考える。
学校での活動場面だけでなく、休日等、家族で出かけるときにも生かしたり、保護者の交通安全についての意識も高めたりする。

４．本時の展開　
(１)ねらい

　　電車利用において様々な危険を予測し、安全に利用する方法を考える。
(２)展開
	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点（■評価　◆教材等））

	1. 今まで電車を利用した危険な場面を思い出す。
・立っていて転びそうになった。

・出入り口の近くに立っていて、押された。

2. 本時のめあてを知る。
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3. どんな危険があるかを考え、安全な乗り方を話し　　　　　　　
　合う。

（１）どんな危険があるか。　
・走っているところぶ。
・出入り口の前にいると急にドアが開くと危険だ。
　　・手すりにつかまっていないと、急停車した時に
　　　危険だ。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）安全な行動を考える。
　　・出入り口の前に立たない。
　　・ホームでははじを歩かない。
　　・立っている時は、手すりをつかむ。
　　
4. 吉祥寺駅駅員の話を聞き、安全に行動することの大切さについて考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5. 本時で学んだことを振り返る。

	· 遠足で電車に乗ったときの経験をきっかけにして、これまでの電車に乗ったときのことを思い出させる。

· 電車の中の様子の絵
· 具体的な場面を思い起こさせ、どのような危険があるか考えさせる。
· 危険な行動の絵

· 吉祥寺駅の駅員から他にも危険な場面があるか話を聞く。
· 提示している絵を動かすことで、安全な行動を示す。
· 電車利用においての危険を予測し、安全に利用する方法を考えている。







電車に乗るとき、乗ったとき、安全に乗るためにはどうすればよいかを考えよう。











第２学年　学級活動（交通安全）　　　　　　　　　　　　  　場所　２－２教室





安全に電車に乗ろう





２組　34名　指導者　岩見　典子


ゲストティーチャー　


　ＪＲ東日本　吉祥寺駅員　














